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し
か
し
も
し
さ
う
し
た
場
合
、

原
本
に
あ
た
る
と
と
を
怠
づ
た
た
め
に
り
が
生
じ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
問
題

は
自
ら
別
で
、
利
用
者
は
嘗
然
そ
の
責
を
負
ふ
べ
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
袖
中
抄

前
章
で
述
べ
た
中
う
に
、
頼
昭
が
類

を
利
用
し
て
ゐ
る
乙
と
は
勿
論
思
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
へ

な
く
・
と
も
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
今
日
佐
佐
木
信
網
博
士
の
分
類
高
葉
集
を
利
用

し
た
り
、
宜
宗
敦
夫
氏
。
蔦
葉
集
縄
索
引
で
検
出
す
る
と
と
が
あ
っ
て
も
一
々

る
こ
と
の
煩
に
堪
へ
ぬ
と
同
様
で
あ
ら
う
o

本
来
の
目
的
陀
従
っ
て
、

こ
れ

L
」か

b
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
袖
中
抄
が

ゐ
る
の
は
、
惇
寓
の
誤
り
で
あ
ら
う
か
、
明
か
で
な
い
。

費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
)

遇
葦
屋
厩
女
基
時
作
反
歌

と
あ
っ
て
、
袖
中
抄
の
誤
り
は
全
く
こ
れ
に
起
因
し
て
ゐ
る
と
と
が
知

b
れ

る
。
類
点
{
築
の
誤
り
は
多
分
且
事
集
に
お
い
て
は
、
一
つ
お
い
て
次
ぎ
に
来

る
歌
群
(
一
八

O
九
l
一
八
一
一
)
が
同
じ
く
葦
屋
の
克
原
虚
女
を
悼
む
歌
で

あ

り

、

と

い

ふ

左

注

を

伴

っ

て

ゐ

る

こ

「
葦
原
」
と
誤
ワ
て

(
丈
部
省
科

、
、
、
、

虫
'
一
出

の
如
き
も
、

全

こ
れ
も
類
柴
古
巣
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

後
園
水
調
郡
長
井
浦
m

泊
夜
作
歌
三
首
(
高
葉
集
)

、
、
。
、
、
、
、

備
後
園
水
調
郡
作
之
(
類

一

り

用
し
て
ゐ
る
や

う
な
書
き
振
り
で
は
あ

雨
者
の
左
注

る
が
、

を
比
較
す
る
乙
と
に
よ
ワ
て
知
ら
れ
よ
う
。

「
右
五
首
高
橋

之

中
出
¥ 

ー「

し一

を

四

究

々

ワ
て
ゐ

「一二

袖

」

存

疑

佐

竹

日召

賢

妾
が
背
子
は夜
も
ふ
け
に
け
り
:
:
:
・
:
今
更
に

待
て
ど
燕
ま
さ
ず

天
の

ふ
り
さ
け
見
れ
ば

ぬ
ば

v' 

後

も

逢

は

む

と

慰

む

る

現

に

は

君

に

は

逢

は

ず

夢
}乞 bEp

だを
にも

ち
逢て君
ふ燕
と三ま
見袖毛さ
え持~àP
乙伊

そ床
う

ち

梯

さ
な
か

た
ま
の

に

づ
ら

高
葉
丸
過
査
一

墓、
時、

、
、
、
、
「
「
山
山
」
活
版
本
に
「
云
」
と
ゐ
る
J

虫

丸

集

出

広
家
本
に
よ
っ
て
改
め
た

」

天
の

い
に
し
へ
の
さ
与
た
お
の
こ
の
づ
ま
と
ひ
し

お
と
め
の

ぞ
と
れ

た
り
夜
b
L
(

巻
十
三
、

三
二
八

O
)

と
あ
る
が
、

(
一
八

O
ニ
)
:
:
:
(
一
七
四
頁
)

こ
の
歌
は

に
あ
っ
て
は

週
一
一
陣
女
幕
時
-
作
歌
一
品
目
弁
短
歌
(
題
詞
)
右
七
首
周
遊
編

出
(
左
注
)

之
歌
集

一
講
座
第
三
巻
言
語
研
究
篇
に
設
表
さ
れ
、
後
日
「
語
法
論
考
」
に

牧
め
ら
れ
た
石
坂
正
藤
氏
の
「
高
葉
集
の
掌
卑
表
現
の
研
究
」
は
、
上
代
主
と

し
て
睦
言
に
績
い
た
敬
稀
の
接
頭
語
ミ
が
、
写
敬
の
封
象
(
普
通
、
調
者
も
し

く
は
・
第
三
者
〉
に
劃
す
る
言
語
主
瞳
の
力
ゆ
だ
た
へ
ど
こ
ろ
々
を
表
は
す
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ソ
ヂ

然
る
に
、
右
の
作
中
の
「
一
ニ
袖
」

は
、
作
者
自
身
の
袖
乞
明
指

し

て

ゐ

る

貼
、
一
の
例
か
ら
逸
れ
た
極
め
て
様
な
ミ
と
な
る
の
で
あ

る
。
尤
も
作
者

と
い
ふ

調
と
左
注
を
伴
ふ
七
首
中
の
一
首
で
、
諸
本
国
持
同
が
な
く
、

「
図
逮
捕
麿
集
出
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
o

首
然

し
か
る
に
類
衆
古
集
に

は

糞

葉

片

々

六一ニ



表寄

葉

片

守

ノ、

四

い自
ι 身

の

に
ミ
を
附
け
て
呼
ん
だ
と
思
は
れ
る
例
は
ら
一
然
な
い
の
で
は
な

員
袖
持
床
う
ち
排
ひ
君
待
つ
?
と
居
り
し
聞
に
月
傾
き
ぬ

六
七
)

(
巻
十
一
、

一一六

あ
ら
は
し
で
あ
れ
ば
(
各
十

の
如
き
、
内
容
ま
で
も
酷
似
し
た
例
も
あ
り
、
甚
だ
歪
嘗
で
あ
る
苧
う
に
思

ふ
。
同
じ
く
ミ
ソ
デ
を
マ
ソ
デ
と
闘
係
づ
け
て
考
へ
る
も
の
に
は
古
義
、
日
本

古
語
大
僻
典
な
ど
の
一
音
韻
交
替
設
も
あ
る
が
、
(
設
生
的
に
は
或
い
は
さ
う
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
)
雨
者
は
既
に
上
代
で
は
金
〈
美
づ
た
意
味
用
法
で
さ

へ
ぎ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
と
れ
ば
考
へ

K
く
い
。
郎
ち
、
「
一
一
一
袖
」

は

天
皇
股
が

遠
き
世
に

八
、
四

O
九
四
)
う
づ
の
御
手
も
ち
(
谷
六
、

か
か
り
し
事
を
股
御
世
に
九
七
一
一
一
)

た
し
か
に
右
の
ニ
例
は
自
ら
に
づ
い
て
ミ
と
稽
し
て
は
ゐ
る
。
が
乙
の
二
例
は

石
坂
氏
も
言
及
さ
れ
た
や
う
に
、
何
れ
も
天
皇
み
づ
か

b
の
護
言
の
形
式
を
と

づ
て
居
り
、
作
歌
事
情
も
多
分
に
「
詔
」
的
で
あ
る
か

b
、
そ
の
意
味
に
於
い

て
別
箇
に
取
扱
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
ワ
て
特
殊
な
ζ

の
例
を
以
て

翠
な
る
あ
り
ふ
れ
た
民
謡
と
し
か
見
え
な
い
今
の
歌
の
ミ
に

到
底
で
き
な
い
。

「
一
一
袖
」

本

の

と
、
敢
て
鵠
宇
設
に
趨
る
所
以
。

(
一
九
五
一
一
7

2
・
囚
)

用
ず
る
こ
と
は

「
越
野
過
去
」
H
H
患
や
f
岡

市

交

当
削
官
事

T
司
お
レ

と
い
づ
て

木

下

正

俊

の
添

こ
ζ

で
は
慣
用
し
て
自
分
の
袖
に
骨
一
一
三
J

て
ゐ
る
0

(

金
註

ミ
ソ
デ
の
ミ
は
無
意

の
み
(
新
考
〉

一
四
五
一
ニ
)
(
巻
十
三
、

右
の
南
袖
」
の
義
に
解
し
得
る
や
う
に
な
る
上
、
傍
ら

戸、、

一
一
一
一
一
三
一
一
)

に
な
ち
づ
て
マ
ソ
デ
と

「左

宮

古

白

号

官

か

へ

し

主

主

主

申

書

た

も

串

ほ

お

相

も

一

云

乎

乃
袖
易
之
君
主
韮
之
越
野
過
去
亦
毛
持
相
入
方
申
巴
喜

野
爾
過
奴

こ
れ
は
、
朱
烏
五
年
秋
九
月
第
じ
拾
う
ゆ
に
河
島
長
子
の
担
、
泊
瀬
部
皇
女
に

人
腕
回
目
が
献
じ
た
長
歌
の
反
歌
で
あ
る
口
い
ま
、
乙
の
第
四
匂
「
越
野
過
去
」

の
訓
義
に
ヲ
室
、
僻
見
在
越
ベ
、
大
方
の
御
批
舟
&
仰
ぎ
た
い
。

請
本
す
べ
て
本
丈
に
異
同
無
く
、
訓
も
金
揮
本
以
下
蓄
訓
に
亘
る
ま
で
品
目

「
台
ス
ノ
ア
ス
ギ
テ
」
で
あ
る
が
、
「
テ
」
を
楠
謹
ず
る
乙
と
は
乙

O
字
面
か

ら
は
無
理
な
伊
ろ
で
あ
る
。
其
の
後
、
此
の
句
に

付
ヲ
千
ヌ
ニ
ス
ギ
ヌ
考
、
略
、
孜
、
古
、
槽
、
実
央
君
出
、
口
語
、
墜
田

氏
新
種
、
講
義
、
土
産
氏
組
揮
、
新
技
、
私
法

新
考
、
糟
索
引
、
代
初
一

新
校
再
版
本
、
古
典
一
全

木
下
幸
丈
解

語
義
を
忘
れ

て
使
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
(
向
上
縞
誼
)

程
度
で
お
茶
色
濁
す
の
は
無
責
任
だ
し
、
石
坂
氏
の

或
は
「
妾
が
背
見
」
の
衣
の
で
ミ
ソ
デ
」
か
と
も
思
は
れ
る
が
、

自
ら
の
「
ミ
ソ
デ
」
で
あ
る
-
と
す
れ
ば
、
比
の
歌
の
成
立
過
程
乞
考
へ
る

ζ

と
K
よ
づ
て
、
あ
る
解
穫
に
到
達
し
得
ょ
う
。

か
ら
も
何
ら
教
へ
る
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
c

も
し
女

一一一、ー「
2 按
ニ袖ず
三」る

八がに
¥vノ、
ー「

公*二二

芋袖
Lー

で
あ
九つ
O ，た
J と
(ナ
巻才L
十ば

お
そ
ら
一
く
「
一
一
ご
は
「
一
ご

の

「諜
二二二二マで
入手ヂあ
ニ l 7-

O 公 O

可包〉も

、1ノ

の
如
く

ー「

ニマ七
梶主九
L. '、J
" r¥ 
愈谷

日
刊
ヲ
チ
ヌ
ヲ
ス
ギ
ヌ

み、

同
ヲ
チ
ノ
ヌ
ス
ギ
ヌ

料
ヲ
チ
ヌ
ス
ギ
イ
ヌ

本



同
ヲ
チ
ヌ
ス
ギ
ヌ

y

的
ヲ
チ
ヌ
ス
M
f

二
ジ

帥
ヲ
チ
ヌ
ス
ギ
L

グ

作
者
類
別
年
代

童
家
抄

新
訓
.
新
解
、

Jえ

て
け
を
闇
執
す
る
人
々
は

ζ

れ
は
矢
張

P
葬
っ
て
了
づ
た
後
か
る
い
っ
た
の
で

と
訓
む
が
受
賞
で
あ
る
と
思
ふ
。
然
ら
ば
何
故
「
一
一
式
乎
知
野
爾
過
奴
」

註
し
た
か
と
い
へ
ば
、
注
者
は
過
去
を
ス
ギ
ユ
グ
と
訓
み
過
奴
と
は
別
訓
な

り
と
思
づ
た
が
故
に
註
し
た
の
で
、
同
訓
で
は
あ
る
が
字
が
謹
ふ
か
ら
と
の

理
由
で
加
注
し
た
の
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
(
嶋
一
顎
山
) 「

ヲ
チ
ヌ
ニ
ス
ギ
ヌ
」

定
本
、

金
詑

、
古
諸
大
僻
典
、
会

乙

評

的
ヲ
チ
ヌ
ヲ
ス
M
f

ユ
キ
代
初
二

例
ヲ
チ
ヌ
ヲ
ス
判
T

ユ

グ

代

靖

(
誌

「
野
」
の
訓
は
便
宜
上
「
父
」

に
一
定
し
た
り
〉

な
ど
の
訓
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
と
の
歌
を
除
け
ば

三

一式
」
又
は
「
或
一五
」
な
ど
の
所
調
法
記
の
、
本
文
と
同
一
な

る
も
の
が
無
い

(

糊

齢

制

記

簿

謀

議

)

と
い
ふ
看
過
し
難
い
事
案
存
在
す
る
か
ら
で

あ

る
。
そ
の
矯
に
右
に
掲
げ
た
中
で
最
も
程
賞
と
思
は
れ
る
付
乞
棄
て
て
件
以
下

の
請
訓
が
行
は
れ
、
或
い
は
「
色
ち
野
を
過
ぎ
て
あ
る
丘
陵

κ葬
さ
れ
給
び
し

な
り
」
(
新
考
)
だ
と
か
「
越
智
野

に
葬
っ
た
乙
と
な
越
智
野
を
過
ぎ
て
何
方
へ

か
行
〈
伊
う
に
歌
ワ
て
ゐ

る
」
(
全
註
稗
)
な
ど
と
苦
し
い
臆
測
が
加
へ
ら
れ
て

あ
る
o
然
し
、
と
の
反
歌
の
前

K
あ
る
長
歌
の
題
調
に

柿
本
朝
巨
人
腕
白
献
泊
沼
部
皇
女
芯
坂
部
息
…
子
歌

一半島
弁
短
歌

と
あ
る
の
と
、
そ
の
左
誌
の

右
或
本
国
葬
河
島
皇
子
越
智
野
之
時
献
泊
湘
部
皇
女
歌
也
(
以
下
略
)

と
の
問

κ、
い
さ
さ
か
樺
然
と
し
な
い
記
事
の
不
一
致
が
あ
る
矯

κ若
干

の
疑

貼
は
あ
る
が
、
先
づ
越
智
野
に
葬
り
奉
っ
た
と
あ
る
左
注
の
記
事
に
・
遜
っ
て
支

越
智
野
を
通
過
し
て
何
方
へ
か
行
く
な
ど
と
解
す
る
こ
と
は
以
て
の
外
で

な
ど
と
説
明
し
て
ゐ
る
が
、

乙
は
そ
の
宇
一
同
の
異
な
る
に
よ
り
て
あ
げ
し
な
る
べ
し
(
鶴
)

乞
な
す
貼
で
、
加
揺
し
難
い
と
思

こ
れ

b
も

は
れ
る
。

者，{

の
誤
字
と
見
よ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

古
本
の

「
者
」

と
由
苧
ろ

「
去
」

ヲ
チ
ノ
ニ
ス
キ

「
越
野
過

結
句
、

そ
の
何
れ
V

い
も
落
ち
づ
き
か
ね
る
も
の
を
感
じ
て
、

と
を

で
は
、

づ
た
例
は
数
十
箇
所
に
亘
っ
て
存
し
、
就
中

帝
ら

2
2ま
Z
3
2・3
2
5
E
A
2
2は
ご
み
牢
む
「
巻
十
一
、

J

平
山
子
松
末
有
廉
叙
波
我
田
山
妹
不
相
止
者

f

二
四
八
七
」

凡
て
の
古
潟
本
が
斯

の
，慌
に
作
ヲ

て
ゐ
る
が
、
「
者
」

を

「
ナ
ム
」

と

訓
む
ベ

き
理
由
は
な
い
。
恐

b
く
は
、

他
の
例
か

ら
推
し
て

「
去
」

の
誤
字
で

あ

b
ぅ
。

で、

の
如
き
が
あ
る
。

物3物2
不足不足
念ず念子

路2道主
行2行ま
と去5去去 を
れ裳も 毛も「
告 、 〆-"- .... 、r .¥->-
72三巻 三三巻 〈
J五三十三十こ
之 o-~. 0三 L

ブL 、所、 c-
c¥J-J言JII

む
例
と
し
て

は

「
去
」

「
者
」

が
「
去
」
と
な
る
で
あ
ら
う
と
と
も

あ
ら
う
。

と

CD 

「
過
ぐ
」

は
一-.

葉
の
過
ぎ
て

強
ち
な
る
認
雪
一
口
で
は
あ
る
ま
い
。

や
は
り
、

い
ゆ
く
と
」

総
し
、

j
 

己
に
葬
り
奉
づ
た
後
に
作

b
れ
た
歌
に

「
ス
ギ
パ
」

と
問
問
定
僚
件
と

仁
。
)

戸
、
」
と
同
じ
く
「
み
ま
か

る
」

遁

し
て
表
現
す
る
と
と
は
如
何
と
い
ふ

川
が
或
い
は
出

る
か
も
知
れ
な
い
が
、

の
意
に
見
る
べ
き
で
は

な
か
ら
う
か
。

貨
は
必
ず
し

定
保
件
と
し
て
し
か
表
現
す
べ
き
で
は
な
い
と
は
限
-b
ず、

片

々

ーよ.
ノ、

五



合
に
よ
ワ
て
は

名
に
し
負
は
ば
あ
だ
に
ぞ
あ
る
べ
き
た
は
れ
烏
浪
の
濡
衣
萎
る
と
い
ふ
な

P

¥
伊
勢
/

/
六
一
段
、

移
し
植
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か
ぎ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯
れ
め
中

ヘ
古
今
、
巻
五
J

f

二

六

八

¥

な
ど
の
様
に
偲
設
前
提
と
し
て
表
は
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
乙
と
は
、

定
一
保
件
法
に
つ
い

て
」
(
組
閣
一
時
〈十一一一)ゃ、

量土
問c，、

録

係

雄
氏
の
F ー「

葉

丈
献
解
の
限
界
性
(
国
語
園
文
八
月
銃
)

!
高
葉
集
の
名
義
を
必
ぐ
っ

て
i

小
島

出
典
問
題
あ
と
さ
き
(
圏
諸
国
文
三
月
披
)

高

小
島

「
和
歌
」
(
短
歌
研
究
一

月
披
)石
井

の

(
蔦
京
の
「
和
歌
」
の
中

K
丈

の
芽
生
え
が
見
ら
れ
る
と
の
論

史
的
位
置
(
蔦
葉
第
六
披
)

憲
之

憲
之

庄
司

と
し
て

の
本
質

の

中

村

記
紀
歌
謡
と
初
期

(
蔦
楽
第
六

¥ー〆久
松

茂
夫

潜

け
る
使
定

定
の
呼

六
六

の
存
否
と
そ
れ
に
闘
す
る
高
葉
集
の

詰
私
見
」
(
問
問

rr一一
む
に
於
て
間
れ
た
こ
と
が
あ

D
、

「
フ
チ
ノ
ニ
ス
ギ
パ
」
と
訓
み
、
「
越
智
野
に
お
か
く
れ
に

な
づ

止
無
句
絶
の
歌
と
解
す
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
「
一
一
五
」
と
脳
出
掛
す

る
こ
と
な
く
無
事

K
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ち
ろ
。
但
し
、
か
く
解
す

る
と
と
が
員
に
人
麻
呂
の
民
意
に
鱗
れ
た

も
の
だ
と
確
言
す
る
自
信
は
な
い
。

た
だ
さ
き

K
も
い
ふ
如
く
一
案
と
し
て
窓

K
諸
賢
の
御
批
判
を
仰
ぐ
の
み
。

と
の
や
う
に

た
以
上
は
」

木
之
下
正

「
候
件
法
に
お

士
心一一一一Hun

文

日

論

人
麻
呂
長
歌
の
位
置
(
寓
葉
第
六
雄
)
清
水
克
彦

防

人

等

(

蔦

葉

第

六

披

)

益

田

勝

賀

高
葉
集
に
於
け
る
心
情
表
現
の
特
性
(
蔦
葉
第
七
披
)

北

住

敏

夫

白
鳳
の
宮
廷
歌
人
〈
寓
葉
鉢
七
按
)
北
山
茂
夫

反

歌

の

諸

相

(

丈

化

十

七

ノ

一

〉

安

倍

辰

夫

(
反
歌
は
長
歌
形
式
の

一
特
色
で
あ
る
が
不
安
定

で
永
績
し
な
か
ヲ
た
〉

寓
葉
集
の
色
彩
感
(
文
化
十
七
ノ
一
〉
安
倍
俊
子

的
な
美
意
識
の
一
つ
の
現
れ
'
と
し
て
そ
の

を
取
上
げ
た
も
の
〉

〆戸町、色
彩
』

純
粋
持
情
詩
(
僻

賞
主
月

森
本

治
吉

と

乙
の
揚
令
参
照
さ
れ
た
い
c

人
腕
日
歌
集
の
部
類
(
季
刊
文
皐
研
究
第
十
披
)

武
田
一
両
吉

高
葉
集
陀
お
け
る
歌
格
の
一
考
察
(
不
知
火
第
四
披
)

瀬

古

か
ら
考
察
し、

確

の
{耳
目
調
を
諸
方

の
意
外
に
弧
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
)

歌
の
知
的
表
現

K
ヲ
い
て
(
そ
の
ニ
)
(
不

七
}九

知

火

第

四

焼

)

久

保

昭

雄

(
蔦
素
人
の
知
魔
傾
向
を
時
代
を
追
ワ
て
考
へ

た

も
の
)

宍
武
天
皐
を
め
「
っ
て
(
丈
息
子
三
月
披
)
西
郷

宍

武

天

一

孜

(

閥

文

第

九

クに信
孝制

、J



』
角
川

u

q

a

一Mm
・
お
・
お
・
却
の
歌
生
め
ぐ
ヲ
ア
一

民
謡
1

御

J

つ
d

q

u

製
1

傍
前
散

の
泊
程
在
考
へ

る
)

民
政
丈
郵
撃
の
ホ
揚
と
そ
の
限
界
l
犬
養
孝
氏

の
筑

前
回
意
賀
白
水
郎
歌
論
を
駁
す

l
(図
語
1
C

国
文
事

十

二

月

腕

〉

釜

同

喜

↓

一

一

郎

歌
'
と
し
て
の
旋
頭
歌
(
自
路
一
月
競
)

多多

越

水
間
耕
作
歌
私
抄
(
明
日
香
路
ニ
月
披
)

犬

養

(稲
作
の
荷
か
ら
農
村
四
季
の
情
緒
の
詠
出
の
あ

り
方
を
探
る
)

葉
集
講
話
六
(
寓
葉
第
六

按

)

禅

潟

寓

葉

集

講

話

七

(

高

業

第

七

按

)

揮

東
歌
研
究
の
ノ
ー
ト
か
ら
(
宙
開
葉
第
七
掠
)

洋

寓

孝
久
孝
久
孝

高
葉
集
抄
(二

十
回
)
(
僻

後
藤

L
L

際
賞
二
一
月
按
)

興
葬

久

松

潜

(
貧
窮
問
客
献
に
づ

い
て
)

帯
同
葉
集
抄
(二

十
五
)
(
解
緯
と
鑑
賞
四
月
披
)

久
松

潜

fヘ

男
子
作ベア

委主
主2 日
一歌
」ノし-
r， 

ア K
ラヮ
ラ v、
ギて
ーー ¥J 

167z-1Z 
i味iL
169 む
に保
でコ 義

(
哀
傷
つ
づ
き
印

155 

159 

153 

文
目

言昔、

い
て
)

寓
葉
集
初
期
作
試
(
一一一二
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
三
月
続
)

五

味

保

(
哀
傷
つ
づ
き

m
I
N、
m
t
mに
つ
い
て
)

寓
葉
集
初
期
作
家
(
一三ニ
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
四
月
競
)

(相
関
白

I
部

K
つ

い

て

)

五

味

保

高
葉
集
初
期
作
家
(
一一一回
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
五
月
披
〉

五

味

保

義

回
想
の
歌
二
一
一
一
首
(
寓
葉
第
六
鵠
)
紳
回
秀
夫

「
玉
梓
の
」
小
考
〔
西
京
大
畢
畢
術
報
告
「
人
丈
」

第
一
一
蹴

)

粂

川

定

一

(
「
玉
一
は
美
稿
、
「
梓
」
は
梓
弓
で
弓
の
東
の
縁

で
「
使
」
に
、
射
日
の
続
で
「
妹
」

V

い
か
か
る
)

得
霜
孜
(
官
同
葉
第
七
撹
)

「
ね

も
こ
ろ
」

考

(
秋
回
大
畢
閏

武

智

雅

一

文
皐
紀
要
創

佐

藤

雄

卒
情
意

刊
披
)
(「
ね
も
こ
ろ
」
は

「
根
も
凝
ろ
」
で
主

を一
不
す
場
合
に
用
ゐ
ら
れ
る
)

「
ね

も
乙
ろ
考
」
を
讃
み
て
(
秋
回
大
皐
国
語
闘
丈

島一d
紐
要
創
刊

披

)

北

僚

忠

雄

高
葉
集
に
於
け
る
「
も
の
こ
ほ
し
」
と
「
も
の
お
も

ふ

」

(

丈

化

十

七

ノ

一

)

青

木

生

子

(
黒
人
の
「
も
の
こ
ほ
し
」
と
家
持
の
「
も
の
お

か

ら

の

の

持

情

性

の

解

明

)

(
園
語
と
閤

も
ふ
」

「
ま
を
し
た
ま
ふ
」

の
意

六
月

韓
¥ーノ

雅
一清

本(
丈朝 611
研匡「
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詰
ニ

人

虎
雄

宅
九
韓
)

大
演
殻
比
古

(
東
京
女
子
大
島
一
世
論
集
三

の
歌
一
首

(
天
理
大

ー
二
三
九
八
の
歌
に
つ
い
て
|

「
事
香
山
歌
」
孜

呂

高
葉

「潤舟 ノ
梅和公 r-.， 3 
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¥ーノ

朋
夫

尾
山
篤
二
郎

新
村

第
七
駿
)

出

和
国

第
七
競
)小
清
水
卓
二

寓
代
に
迅
ぎ
む
と
思
へ
や
(
蔦
業
第
七
挽
)

徳

漬
木
綿
の
百

な
す
考
(
高

時

間

郎

ふ
る
(
国
語
闘
丈
十
月
按
〉

揮

潟

久

孝

足
人
香
具
山
の
長
歌
に
つ
い
て
|
博
承
歌
に
お

け
る
封
勾
の
轄
換
1

-

国
文
十
二
月
競
)

吉
永

内
田

大
和
に
し
て
は
わ

が

登

六
セ



高

誌

目

い

ら

と

烏

考

(

登

(お

-
M
の
伊
良
品
は
因
幡
で
地
理
知
識
の
扶

如
か
ら
伊
勢
に
附
命
目
さ
れ
た
)

カ

ジ

ハ

考

(

短

歌

研

究

三

局

披

)

森

本

治

吉

高
葉
集
の
山
チ
サ
に
ヲ
い
て
(
白
路
一
月
韓
)
松
岡
修

榛
の
木
考
第
四
回
(
白
路
ニ
且
韓
)
森
本
治
吉

(
高
葉
集
の

?
J
の
木
の
歌
は
全
て
地
名
主
よ
み

込
ん
で
ゐ
る
)

榛
の
木
考
第
五
回

l
i
i「
に
ほ
ふ
」
の
語
義
|
|
l
(
附

古
代
人
の
美
感
)
(
白
路
コ
一
月
韓
)
森
本
泊
吉

助
動
詞
「
た
り
」
の
形
式
に
つ
い
て
(
蔦
葉
第
七
競
)

春

日

和

男

入
車
菅
よ
り
見
た
人
麻
呂
の
用
字
法
(
高
葉
集
七
韓
)

一
一
一
吉
陽

援
国
文
研
究

一
一
一
吉
陽

ノ
一
)

吉
永

借
菅
俄
名
と
し
て
の
居
内
入

第
二
披
)

(
居
内
入
産
音
は
倍
晋
但
名
と
し
て
は
敬
遠
せ
ら

れ
現
れ
る
も
の
は
人
麻
呂
関
係
の
例
で
あ
る
)

寓
葉
山
隅
名
字
臨
(
図
語
研
究
創
刊
披
)
有
坂
秀
世

(
遺
稿
)

上
代
国
語
の
代
名
詞
に
づ
い
て
(
丈
護
と
思
想
静
六

撹

)

笹

月

清

美

(
指
示
代
名
詞
の
諸
機
能
生
考
察
比
較
し
代
名
詞

の
品
詞
と
し
て
の
範
国
を
考
へ
る
)

日
本
語
の
の
活
用
形
の
起
源
に
つ
い
て

一晋

(
国
語

と

国

丈

月

競

)

大

野

晋

古

代

歌

「

か

た

P
歌
」
私
見
(
縞
井
大
事
国
語
圏

丈

島

ナ

創

刊

競

)

青

木

組

元

古
代
文
皐
史
に
お
け
る
一
問
題

l
「
た
か
ま
の
は
ら
」

の
成
立
を

b
y、
、
ヲ
て

文

一

月
太

問

善

麿

日
本
文
革
具
に
於
け
る
古
代
の
概
念
(
解
韓
、
と
鑑
賞

五

月

競

)

久

松

潜

一

日
本
文
皐
始
源
(
解
轄
と
鑑
賞
五
月
披
)
高
崎
正
芳

古
代
前
期
の
文
畢
と
環
境
(
解
韓
と
鏡
賞
主
月
掛
)

大

国

葬

麿

神
話
と
侍
読
(
解
揮
と
鑑
賞
五
月
韓
)
中
島
悦
次

民
謡
・
童
謡

i
記
組
の
歌
乞
中
心
と
し
て

i
(解
明
件

と

鑑

賞

第

五

披

)

志

田

延

義

「
矛
」
の
力
i
天
之
現
矛
・
卒
園
買
矛
・
柊
八
等
矛

な
ど

i
(闘
皐
林
誌
五
十
四
ノ
一
)
高
崎

E
秀

一
常
世
園
」
(
園
畢
院
誌
五
十
四
ノ
一
)

と

位
決

口
承
丈
事
へ
の
案
内
!
民
俗
丈
島
d

と
い
う
こ
'
と
か
ら

出
張
し
て

l
(園
事
院
雑
誌
五
十
四
ノ
一
)
牧
同

中
島

茂

天

の

異

名

井

(

神

道

史

研

究

創

刊

韓

)

祐

吉

奈
良
時
代
に
於
け
る
ミ
カ
ド
思
想
り
展
開
(
神
道
具

研

究

創

刊

韓

)

同

中

卓

亙
女
の
嘆
き
(

武
田

ム
ハ
韓
〉

者
刀く

議

六
八

記

和

歌

謡

畳

え

稚

彦

神

話

と

歌

謡

に

闘

す

る

偲
設
|
(
園
語
と
園
丈
中
頃
二
月
披
)
尾
崎
知
光

伊
都
加
斯
賀
母
登
考
(
季
刊
文
間
学
研
究
第
十
鵠
)

山

田

純

三

古
事
記
の
英
雄
類
型
と
そ
の
封
象
(
丈
島
e

五
月
披
)

徳

光

久

也

古
事
記
の
撰
録
に
於
け
る
「
倒
偽
賓
定
」
の
問
題

(

事

林

一

一

一

ノ

六

)

梅

津

伊

勢

三

ヤ
マ
ト
タ
ケ
レ
の
命
の
物
語
(
事
林
三
ノ
六
)

徳

永

春

夫

古
事
記
の
純
持
漢
文
的
構
丈
の
文
章
に
つ
い
て
(
丈

革

研

究

第

四

十

四

輯

)

稲

田

良

輔

淡
路
島
の
位
置
1

創
世
神
話
に
お
け
る

l
(闘
丈
島
4

第

十

韓

)

守

犀

俊

彦

日
木
書
紀
古
訓
に
闘
す
る
一
考
察
(
林
一
一
一
ノ
六
)

上

野

務

(史

紳
功
皇
后
組
の
倭
女
主
法
記
に
ヲ
い
℃

誌、

六
二
ノ
一
)

和
国

悼
徳

生
活
史
と
し
て
り
常
暗
闇
風
土
記

(
季
刊
丈
曜
研
究

第
十
蹴
)

損害
殿

正
一
万

筑
前
同
風
土
記
の
史
料
的
慣
他
(
饗
林
一
一
一
ノ
ム
ハ
)

深
溝

イ恵、
味

忌
部
氏
の
蹴
詞
(
神
遣
史
研
究
創
刊
韓
)
・
青
木

ヨ】

己
A
J

じ

品
市
一
寸
ノ

物
語
エ
」
民
俗
丈
晴

(
閥
単
院
雑

位

日

語
一
点
以
ノ
一
〉

謙一一一



日
本
原
町
神
話
に
つ
い
て
一
υ
一
号
務
!
大
紋
両
手
材
中
中

心
・
と
し
て

l
(鹿
島
女
子
短
大
研
究
紀
明
仙
一
一
γ
集
)
郎

同

奈
良
朝
孝

天
皇
時
代
の
詔
勅

A

一つ

(
丈
化
十
六
ノ

中

ハ

)

申
「
謀
志
」

曾
我
部
静
雄

倭
人
偲
り
よ
み
方
(
大
谷
史
問
中
停
二
腕
〉

申
一
問
調
神
代
丈
字
の
論
(
務
体
門
ノ
一
、

山三 zーモ
回〉品

影
英

孝
雄

車
一
平
城
京
に
於
け
る

制
の
影
響

J

問
ノ
一
)

大
井
章
二
郎

申
上
代
に
於
け
る
総
領
の
研
究
(
事
林
山
ノ
一
一
)

家
令

ナ

ア

ザ

L
T

申
古
代
日
本
署
名
人
名
字
向
縁
考
(
凶
丈
卒
論
噌

輯

)

官

品

点
作
令
の
婦
人
財
産
能
(
東
京
女
子
大
論
集
一
一
一
ノ
ニ
〉

川

上

多

助

申
奈
良
時
代
に
お
け
る
律
令
官
人
の
給
奥
制
度
の
煙

運
(
h

ス

ト

リ

ア

倖

冗

披

)

薗

田

呑

融

申
わ
が
間
搬
の
史
的
饗
遷
(
駒
津
史
問
中
第
三
撹
)

持

弁

大

慧

*
官
代
京
閤
雑
考
(
西
郊
丈
化
都
一
一
一
韓
)
林
陸
朗

*
琉
球
丈
島
ゆ
と
民
俗
(
間
早
院
雑
誌
王
凹
ノ
一
)

宮

良

常

舵

|

支

の

問

ー イ金
四雄gょ

ぷ
白
代
貴
族
、
と
神
仙
思
想
の

J;> 
山

葉
閥
係

設;

目
録

積
奥

中
心
主
し
て

1
(北
陸
奥
串
創
刊
撹
〉
下
出

端
目
本
文
阜
の
劇
的
要
素
(
丈
肌
弔
問
月
掛
)土
日
出
光
知

市
平
城
京
に
於
け
る
市
民
の
宅
地
割
に
つ
い
て
(
史
遺

Lι

美

術

一

一

一

ノ

一

一

)

大

井

重

二

郎

資
料
紹
介
・
民
淵
草
稿
本
「
竹
取
翁
歌
解
」
(
高
葉

信

ム

ハ

競

)

神

堀

忍

新
刊
紹
介
・
高
木
市
之
助
著
「
古
丈
襲
の
論
」
(
図

諮

問

女

九

月

捷

)

小

品

憲

之

書
評
・
而
木
市
之
助
著
「
古
文
裂
の
諭
」
(
国
語
と

悶

丈

島

十

ニ

月

腕

)

大

久

保

正

書
評
・
金
子
武
雄
著
「
程
苓
式
税
制
講
」
(
閥
語
と

問

女

郎

十

二

月

腕

)

阪

九

れ

篤

読

書
評
・
企
野
憲
司
著
「
古
事
記
序
文
読
料
l

一
(
悶
諾

と

問

丈

問

中

十

二

月

披

)

藤

井

信

男

害
評
・
ん
バ
一
時
憲
司
著
「
古
典
探
求
」
〈
蕗
林
凶
ノ
一
)

問
中

H
n
F

高
葉
集
私
法
巻
十
一
を
よ
む
(
ア
ヲ
ラ
ぷ
・
・
一
月
披
)

「

私

注

の

一

一

同

」

小

暮

政

次

「

私

間

」

谷

十

一

を

よ

ん

で

清

水

房

雄

民

諮

問

解

の

立

場

安

h

民
間
康
作

高

葉

無

名

歌

の

特

質

扇

畑

忠

雄

高
葉
集
私
注
巻
十
二
を
主
む
(
ア
ヲ
ラ
M
T

四
月
披
)

橋

本

徳

脊

高
一
葉
集
私
注
巻
十
二
在
著
者
と
一
し
止
に
諌
も
う

〈

ア

ラ

ラ

学

四

月

披

)

杉

浦

明

卒

貝リ

一
、
本
舎
は
寓
葉
皐
舎
と
稽
ず
る
o

一
、
寓
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
、

に
よ
っ
て
合
員
と
な
る
と
と
が
で
き
る
。
一

一
、
合
員
の
研
究
設
表
機
閥
誌
と
し
て
季
刊
一

「

高

葉

」

を

護

行

ず

る

。

一

一
、
本
合
は
随
時
、
高
葉
に
閥
ず
る
見
事
旋
一

行
、
丈
献
の
展
嗣
側
、
研
究
費
表
合
、
講
習
一

命
日
、
講
演
合
、
岡
警
の
出
版
、
そ
の
他
長
一

行
ふ
。

一
γ
合
員
は
年
額
三
百
闘
の
合
費
生
納
入
ナ
一

る

。

(

誌

代

を

合

む

)

一

一

、

木

舎

の

事

務

は

一

大
阪
府
吹
同
市
千
旦
山
閥
聞
大
卒
丈
問
中
部
一

悶
丈
島
T

研

究

窓

一

(
仮
替
口
座
大
阪
二
九
一
四
七
呑
)

K
於
い
て
行
ふ
。

一
、
本
命
日
の
代
表
者
に
は
、

号、一推す。

得
制
久
晶
子
博
士
一

投

稿

規

定

一

一
、
投
稿
資
格
は
合
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
棄
に
闘
す
る
各
分
野
の
研
究
一

諭

丈

。

一

一
、
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
一

内。
一
、
投
稿
附
稿
は
一
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否

決
定
は
編
集
部
に
一
任
の
と
と
。
以
上

ノ、

九



報

告

報

d::. 
J::l 

O 

合

一
日
(
一
一
一月
二
十
八
日
(
土
)
午
後
一
時
・
於

四
回

俊
一)小
島

之
氏

西
日
本
新
聞

一
、
高
葉
人
の
庖
厨

一

、

北

九

州

高

葉

の

特

色

縮

問

良

一
、
寓
葉
v
h
選

ぶ

津

鴻

久

孝

氏

季
節
外
れ
の
荒
天

K
も
拘
ら
ず
、
四
百
人
を

越
す
多
数
の
探
舎
者
を
得
、
非
常
な
感
舎
で

あ
っ
た
。

第
二
日
(
一
一一
月
二
十
九
日
)

午
前
中
は
春
日
和
男
氏
の
引
率
で
、
水
域
都
府

棲
祉
・
観
世
音
寺
等
を
見
串
L
、
午
後
一
時
よ

り
太
宰
府
天
満
宮
に
お
い
て
決
の
講
演
が
行
は

れ
た
。

一

、

筑

前

の

守

山

上

憶

良

倉

野

憲

司

氏

一

、

高

葉

集

と

太

宰

府

裡

潟

久

孝

氏

咋
日
に
獲
る
春
日
和
で
、
咲
き
初
め
た
槙
の

下
、
と
の
日
も
多
数
の
方
々
の
米
舎
を
得
た
。

第
一
一
一
日
(
一
一
一
月
三
十
日
)

関
西
か
ら
の
来
合
同
者
全
中
心
に
、
領
巾
振
山
・

宝
島
川
等
を
見
事
し
、
大
部
分
は
そ
の
夜
唐
泊

κ
一
泊
し
て
翌
朝
解
散
し
た
。
乙
の
九

合
V

い
お
い
て
は
九
州
大
串
・
岡
女
子
大
串
の

方
々
並
び
に
太
宰
府
天
満
宮
の
西
高
辻
氏
に
ひ

と
か
た
な
ら
ぬ
御
世
話

κ
な
っ
た
。

O
第
二
同
研
究
費
表
令

五
月
三
十
日
(
土
)
午
前
十
時
よ
り
、
於
東
北
大

、
二
教
養
部
第
一
呑
教
室

「
わ
わ
ら
ぽ
」
と

「
わ
く
ら
ば
」

一、

井
手
字
国

f古I
一子至

一
、
京
極
鵠
乗
の
歌
風

一

、

「

何

せ

む

に

」

私

考

和

問

一

、

ひ

と

つ

の

解

讃

法

佐

竹

一
、
内
閣
尾
の
省
略
さ
れ
る
場
合木
下
伊
丹

末正
雄俊

一
、
「
綜
麻
形
乃
」
の
訓

一
、
京
大
本
調

に
・
づ
い
て潰
口津矢畑

忠宜季博
雄朗生章

一
、
「
真
草
間
隣
」
の

一
、
大
伴
家
持
の
語
集

一

、

の

み

ち

の

く

歌

好
天
に
恵
ま
れ

官
、
活

な
る
質

が
行
は
れ
、
夕
刻
よ
り
本
岡
A
W
H

館
K
お
い
て

懇
親
舎
が
閃
か
れ
た
。

O
第
五
回
講
演
官

五
月
三
十
一
日
(
日
)
午

一
時
よ
り
、
於
東
北

七
O 

大
皐
第
三
教
養
部
講
堂

一

、

日

に

新

し

い

寓

葉

久

孝

氏

一

、

生

き

て

来

た

高

葉

山

悶

孝

雄

氏

引
績
い
て
好
天
に
高
ま
れ
、
合
場
は
参
合
同
者
が

耀
れ
る
ば
か

p
で
あ
っ
た
。
講
演
曾
終
了
後
、

天
然
色
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
、
大
和
及
東
北

地
方
の
寓
葉
遺
跡
解
説
が
行
は
れ
た
。

O
見
事
旋
行

六
月
一
日
i
一一一日

祭
神
一
位
、
松
山
両
瑞
般
寺
、
卒
泉
中
寧
寺
、

問
州
紫
堂
枕
?
を
見
事
し
た
。

官象

告-

O
第
三
阿
研
究
設
表
A
W
H

及

第

六

回

償

舎

十
一
月
中
旬
に
奈
良
牒
丹
波
市
町
天
理
大
壊
に
お

い
て
開
催
の
諌
定
。
な
ほ
研
究
費
表
希
望
の
方
は

要
旨
(
八
百
字
以
内
)
金
そ
へ
て
八
月
中
K
閥
西
大

串
内
問
中
合
本
部
宛
申
込
ま
れ
た
い
。
鮮
は
次
披

に

掲

定

。
の



輯

記

。
本
誌
は
今
年
度
も
丈
部
省
よ
り
研
究
成
果
刊
行
費

補
助
金
の
交
附
乏
受
け
る
事
に
な
っ
・
に
口
お
よ
ろ

と
び
願
び
た
い
口

。
一
一
一
月
二
十
八
日
の
一
柿
阿
の
講
演
舎
は
、
九
州
民
は

珍
し
ノ
、
雪
主
じ
り
に
雨
の
写
る

H
T一
あ
っ
一
之
、
子
、

満
員
の
盛
況
で
あ
ワ
た
一
U

二
十
九
口
白
大
宰
府
の

見
眠
中
は
晴
夫
、
一
院
は
既
に
散
っ
て
ゐ
た
が
、
大
城

の
山

K
残
響
を
見
、
天
千
二
年
五
月
の
梅
花
の
安

在
忠
ひ
出
さ
せ
に
L

U

九
州
大
阜
、
一
附
悶
女
子
大
卒
、

西
日
本
新
聞
祉
な
ど
の
誠
氏
の
行
府
い
た
御
援
助

に
厚
く
謝
宜
主
表
す
心
特
に
太
半
府
天
満
官
々
可

問
hHM
辻
倍
貞
氏
の
一
口
川
町
に
孔
ー
で
搾
〈
お
時
一
に
巾

主
べ
円
心
け

O
五
月
末
の
仙
事
で
の

μナん
M
H
Y
¥

北
は
北
山
首
l

r

り

南
は
九
州
よ
り
参
加
の
合
員
ど
迎
ベ
て
、
一
一
日
、
と

も
盛
ん
M
H

ぐ
あ
っ
た
υ

特
に
こ
の
皮
の
お
一
叫
ん
切
に
は
、

化
阜
、
動
物
、
植
物
、
一
端
皐
な
ど
自
然
科
附
平
方
面

の
諸
問
中
者
多
数
の
参
ム
W
H
f

に
件
、
に
ふ
や
は
誠
に
う
れ
し

か
っ
止
。
引
き
ハ
J

Y

芦
一
有
志
は
関
電
、
松
島
、
千

泉
方
面
に
遊
び
、
更
に
そ
の
一
部
は
鹿
同
支
一
口
足

た
の
ば
し
、
南
部
紫
松
染
の
工
場
ピ
見
阜
、
郊
外

に
自
生
の
紫
草
色
採
集
し
た
者
J
b

あ
っ
た
打
点
北

大
島
ナ
元
救
投
山
田
孝
雄
氏
、
現
政
投
同
時
義
一
以
山
氏

の
庶
接
間
接
の
御
後
援
は
巾
す
ま
で
も
な
く
、
ム
W
H

場
た
提
供
せ
ら
れ
た
同
大
卒
停
二
敬
養
部
首
崩
の

好
意
も
恭
く
、
一
入
行
先
々
で
御
世
話
ゃ
に
い
た
だ
い

た
方
々
の
芳
情
に
持
し
て
也
衷
心
よ
り
お
闘
を
申

上

げ

る

。

(

津

潟

久

孝

)

O
二
年
前
の
七
月
、
あ
は
た
ピ
し
く
発
足
し
た
早
合

だ
あ
ワ
た
が
、
毎
披
早
い
目
に
刊
行
、
こ
こ
に
八

披
も
滞
り
な
く
お
と
ど
け
で
さ
る
こ
と
に
な
っ

た。

O
革
問
戸
、
か
た
く
な
な
一
山
間
や
安
易
な
妥
協
の
許

さ
れ
な
い
r
ζ

と
は
、
い
ひ
ふ
り
心
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
な
が
、
h
¥

い
つ
も
新
鮮
な
意
味
を
持
。
。
本
誌

も
亦
、
常
に
か
か
る
立
場

?
h論
政
た
選
ん
で
末

た
心
遠
く
東
北
か
九
、
わ
ぎ
わ
ぎ
御
寄
稿
下
さ
れ
J

た
扇
畑
忠
雄
氏
の
論
孜
に
始
ま
る
本
披
も
、
こ
れ

に
洩
れ
る
も
の
で
な
い
L
」
思
ワ
て
ゐ
る
っ
き
び

L

、
白
川
1
-
t
m
Y
7こ
1

0

i
v
f下
川
ソ

J
A
，A
ぺ

r
z
ζ

‘J
1

V

。
忠
ひ
起
せ
ば
、
こ
の
一
一
年
間
、
木
舎
も
佐
賀
な
歩

ーゅ:に
1

一
一
げ
る
こ
と
が
で
き
:
勺
東
西
各
地
で
の
見

平
旅
行
、
日
比
時
見
合
、
講
演
食
品
A

び
研
究
琵
表
合
な

ど
多
彩
ぱ
品
川
め
た
が
、
御
芳
ぽ
厚
か
っ
た
各
棟
閥

横
諸
氏
に
謝
す
る
と
共
に
、
凶
難
な
印
刷
事
情
の

も
と
、
本
誌
の
た
め
に
そ
と
が
れ
た
内
外
印
刷
闘

係
者
諸
氏
の
御
努
力
に
厚
〈
御
融
市
上
げ
る
、

。
投
足
首
時
と
只
'
A
I
L
じ
で
は
、
円
れ
前
事
情
も
激
饗

し
、
こ
の
度
印
刷
費
は
一
件
び
一
一
割
尚
の
騰
貴
と
な

り
、
高
や
む
か
二
件
ず
、
本
人
官
食
費
も
値
上
位
乞
は

ア
一
る
た
得
な
く
な
っ
た
の
が
と
れ
は
、
誌
代
は
現

mm
通
N
Y

一一一

O
O
岡
で
お

2
へ
、
附
録
は
別
例
に
各

氏
各
界
に
御
利
用
戴
く
と
い
ふ
訟
花
と
っ
た
り
取

敢
へ
ず
丸
競
の
附
録
に
は
「
蔦
葉
作
者
系
譜
」
と

心
得
、
只
今
準
備
中
で
あ
る
ヮ
一
部
五

O
闘
の
諜

定
故
、
希
望
者
は
舎
費
納
入
の
折
つ
け
添
へ

註
り
願
ひ
た
い
1
0

0
合
員
相
互
の
交
流
に
よ
っ
で
、

-c 
J古

本
A
W
H

の
充
足
、

u' 

い
て
は
皐
合
同
~
の
寄
奥
に
資
し
た
い
と
、
合
員
名

簿
色
企
劃
中
で
あ
る
。
九
競
に
は
誌
末
に
そ
の
一

部
分
花
掲
載
の
珠
定
。
つ
い
て
は
、
合
員
諸
氏
の

消
息
も
そ
の
後
一
様
な
ら
ず
と
考
へ
ら
れ
、
わ
ざ

わ
ざ
御
報
告
願
ふ
の
屯
拘
り
多
い
こ
と
、
一
一
一
年
度

合
費
納
入
の
折
に
で
も
、
現
住
所
職
業
な
ど
明
記

の
程
、
お
願
ひ
巾
上
げ
J
Q
O

O
本
合
顧
問
車
問
藤
茂
吉
先
生
が
長
逝
さ
れ
た
。
時
期

遅
れ
の
感
が
あ
る
が
、
ど
一
庄
の
偉
業
免
讃
へ
来

り
つ
つ
衷
心
よ
り
哀
悼
の
志
伝
表
す
る
。

O
ぢ
り
ぢ
り
と
照
り
つ
け
る
民
一
夏
の
太
陽
、
白
雲
は

悠
々
と
浮
い
て
ゐ
る
り
か
う
し
て
本
舎
の
一
一
一
年
度

が
始
玄
る
υ

話
氏
の
御
研
婿
た
耐
り
た
い
c

(
伊
藤

博
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国
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